
私
の
９
月
議
会
で
の
一
般
質
問
は

次
の
と
お
り
で
す
。

８
月
29
日
に
「
子
ど
も
の
貧
困
対

策
要
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

流
山
市
で
は
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
」

を
ど
う
具
体
化
す
る
の
か
質
問
し
ま

し
た
。
担
当
部
長
は
「
国
と
県
が
主

体
的
に
策
定
す
る
も
の
だ
が
、
可
能

な
も
の
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
」
と

い
う
答
弁
で
し
た
。
厚
労
省
調
査
で

は
、
子
ど
も
の
貧
困
率
が
16
・
３
％

と
過
去
最
悪
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
の

貧
困
対

策
は
待
っ

た
な
し

で
す
。

①
２
０
１
３
年
12
月
４
日
成
立
の

「
交
通
政
策
基
本
法
」
は
、
交
通
弱

者
へ
の
移
動
権
保
障
が
あ
り
ま
せ
ん
。

流
山
市
の
地
域
内
交
通
政
策
は
、
交

通
弱
者
の
移
動
権
保
障
を
重
視
す
べ

き
で
す
。
都
市
計
画
課
は
、
ぐ
り
ー

ん
バ
ス
だ
け
で
な
く
、
交
通
移
動
策

を
総
合
的
に
考
え
る
た
め
に
は
、
地

域
内
交
通
の
実
態
を
つ
か
む
こ
と
で

す
（
表)

。

当
面
は
、｢

交
通
移
動
策
相
談
窓

口
」
を
設
置
す
る
よ
う
求
め
た
と
こ

ろ
、
「
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
答
弁
で
し
た
。

②
東
部
地
域
か
ら
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
駅
方
面
、
さ
ら
に
市
役
所
ま

で
の
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
の
運
行
の
見
通

し
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

「
平
成
28
年
度
の
運
行
を
目
指
し

努
力
す
る
。
そ
の
た
め
に
27
年
度
は
、

需
要
予
測
や
予
算
の
面
も
あ
る
が
、

ル
ー
ト
に
つ
い
て
地
域
の
皆
さ
ん
と

相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
」
と
の

答
弁
で
し
た
。

③
向
小
金
・
前
ヶ
崎
地
域
へ
の
「
あ
い

の
り
タ
ク
シ
ー
」
等
の
導
入
に
つ
い
て

２
０
１
２
年
９
月
に
発
行
さ
れ
た

「
向
小
金
・
前
ヶ
崎
地
域
移
動
実
態

調
査
結
果
報
告
」
は
、
「
同
地
域
住

民
の
需
要
に
基
づ
き
、
路
線
バ
ス
及

び
貸
し
切
り
バ
ス
以
外
の
方
策
に
よ

る
交
通
移
動
策
を
検
討
す
る
こ
と
に

な
る
」
と
し
て
高
齢
者
の
移
動
実
態

ニ
ー
ズ
が
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
報
告
か
ら
２
年
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。

導
入
可
能
な
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
等

の
具
体
的
な
計
画
を
質
問
し
ま
し
た
。

答
弁
は
、｢

研
究
す
る｣

と
の
こ

と
で
し
た
。

①
東
部
浄
水
場
の
存
続
に
つ
い
て

流
山
市
水
道
事
業
基
本
計
画
（
平

成
23
〜
32
年
度
）
に
は
、
東
部
浄
水

場
の
廃
止
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
直

後
、
11
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
で

福
島
第
１
原
発
事
故
が
起
こ
り
、
千

葉
広
域
水
道
企
業
団
の
水
道
水
が
放

射
能
に
汚
染
さ
れ
ま

し
た
。
翌
年
は
ホ
ル

ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
汚
染

事
件
が
起
こ
り
、
東

部
浄
水
場
の
地
下
水

を
求
め
て
人
々
が
殺

到
し
た
の
で
す
。

放
射
能
汚
染
や
今

後
起
こ
り
う
る
大
災

害
に
対
し
、
地
下
水

は
「
命
の
水
」
と
な

る
の
で
す
。

東
部
浄
水
場
の
廃

止
計
画
を
や
め
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。
水

道
管
理
者
は
「
東
部

浄
水
場
は
早
急
に
廃

止
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」
廃

止
計
画
は
「
平
成
33
年
か
ら
の
次
期

水
道
事
業
基
本
計
画
で
見
直
し
て
い

く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
東
部
浄
水

場
の
存
続
の
た
め
に
引
き
続
き
頑
張

り
ま
す
。

②
東
部
浄
水
場
施
設
改
修
工
事
に

伴
う
道
路
破
損
、
電
柱
の
移
動
に

つ
い
て

東
部
浄
水
場
は
、
現
在
８
億
円
を

か
け
て
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
工
事
に
伴
っ
て
電
柱
の
位

置
が
地
域
住
民
の
支
障
を
き
た
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
「
配
電
設
備
の

移
設
に
関
す
る
基
本
協
定
書
」
に
は
、

公
共
事
業
の
施
工
に
伴
い
支
障
と
な

る
配
電
設
備
の
移
設
に
つ
い
て
は
流

山
市
と
東
京
電
力
で
協
議
す
る
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
流
山
市
に

道
路
の
改
修
と
、
電
柱
の
移
設
を
責

任
を
も
っ
て
や
る
べ
き
と
求
め
ま
し

た
。
水
道
管
理
者
は
「
工
事
が
完
成

す
る
２
月
以
降
、
東
京
電
力
に
無
償

で
電
柱
移
設
が
で
き
な
い
か
交
渉
す

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

東
部
近
隣
公
園
は
、
昭
和
62
年
に

供
用
開
始
し
、
平
成
８
年
を
最
後
に

広
場
や
駐
車
場
な
ど
整
備
し
て
き
ま

し
た
が
、
公
園
内
の
通
路
も
舗
装
も

中
断
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
か
ら
「
住
宅
地
に
集
中
豪

雨
が
あ
っ
た
り
す
る
と
水
や
土
砂
が

流
れ
込
む
」
「
公
園
の
階
段
に
手
す

り
を
付
け
て
」
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。
東
部
近
隣
公
園
の
各
階
段
に

手
す
り
を
付
け
、
土
砂
流
出
や
排
水

対
策
を
と
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
答

弁
で
は
、｢

通
路
は
透
水
性
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
し
、
集
水
桝
は
４
ヶ
所
新

ま
す

設
し
合
計
５
ヶ
所
に
す
る
。
定
期
的

に
集
水
桝
の
清
掃
を
行
い
、
し
っ
か

り
管
理
し
て
い
く
」
と
の
こ
と
で
し

た
。
現
在
、
手
す
り
と
集
水
桝
、
通
路

の
舗
装
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
願
い
を
市

に
届
け
、
実
現
の
た
め
頑
張
り
ま
す
。
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(1)

９
月
市
議
会
報
告

子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
地
域
内
交
通
の
整
備
、

東
部
浄
水
場
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
で
前
進

日
本
共
産
党
市
議

徳
増
き
よ
子

ぐ
り
ー
ん
バ
ス
や
、

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー

、の
充
実
な
ど
地
域
内

交
通
問
題
に
つ
い
て

東
部
浄
水
場
の
存
続
と

浄
水
場
工
事
に
伴
う
電

柱
の
移
設
等
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困
問
題

に
つ
い
て

飲料水ではない災害用井戸

東
部
近
隣
公
園
内
の
各

階
段
へ
の
手
す
り
設
置

や
、
公
園
内
の
排
水
問

題
に
つ
い
て

階段に付いた手すり

１

２

３

４

毎
週
金
曜
日
午
後
１
〜
４
時

☎(

７
１
４
４)

１
７
５
３

０
９
０-

８
３
４
２-

３
１
４
１
（
携
帯
）

日
本
共
産
党
市
議
会
議
員

徳
増
き
よ
子
事
務
所

(

松
ヶ
丘
２-

３
３
０-

１
４
４
）

生
活
保
護
申
請
、
所
得
税
・
住
民

税
な
ど
税
対
策
、
国
保･

介
護
保
険
、

年
金
・
介
護･

医
療
の
悩
み
は

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の

「
閣
議
決
定
」
、
消
費
税
10
％
増

税
、
原
発
再
稼
働
、
沖
縄
の
米
軍

新
基
地
建
設
な
ど
、
安
倍
政
権
は
、

国
民
と
の
矛
盾
を
広
げ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
情
勢
の
も
と
で
９
月
議

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

４
人
の
市
議
団
は
平
和
と
暮
ら
し

を
守
る
た
め
全
力
で
奮
闘
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
流
山
市
が
18
歳
と
22
歳

の
男
女
の
名
簿
を
自
衛
隊
に
渡
し
て

い
た
こ
と
を
追
求
し
、
「
来
年
度
は

名
簿
の
提
供
は
し
な
い
」
と
の
答
弁

を
引
き
出
し
ま
し
た
。



住
む
人
や
管
理
者
が
不
在
の
ま

ま
放
置
さ
れ
て
い
る
住
宅
、
い
わ

ゆ
る
「
空
き
家
」
が
全
国
的
に
増

え
、
廃
屋
の
撤
去
も
進
ん
で
い
な

い
た
め
、
街
の
景
観
を
悪
く
し
、

敷
地
内
へ
の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
や

不
審
者
の
侵
入
な
ど
、
深
刻
な
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

空
き
家
の
撤
去
が
進
ま
な
い
背

景
に
は
、
更
地
に
す
る
と
固
定
資

産
税
が
あ
が
る
と
い
う
税
制
上
の

問
題
も
あ
り
、
国
土
交
通
省
は
２

０
１
５
年
度
の
税
制
改
正
論
議
で
、

こ
の
制
度
の
見
直
し
を
議
論
す
る

方
針
の
よ
う
で
す
。

私
た
ち
の
地
域
で
も
あ
ち
こ
ち

空
き
家
の
増
加
が
目
立
ち
ま
す
。

隣
に
住
む
人
は
不
安
に
感
じ
て
い

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
大
雨
、
強
風
、
突
風
、
季

節
が
変
わ
れ
ば
大
雪
、
住
む
人
の

い
な
い
隣
の
家
か
ら
の
被
害
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
と
？

流
山
市
に
は
通
称
「
空
き
家
条

例
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、

10
ヵ
条
か
ら
な
り
、
第
１
条
で

「
空
き
家
等
の
管
理
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

犯
罪
や
災
害
の
発
生
を
誘
発
す
る

機
会
を
減
少
さ
せ
、
市
民
の
安
全

で
良
好
な
日
常
生
活
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
定
め
て

い
ま
す
（
平
成
24
年
４
月
１
日
施
行)

。

こ
の
条
例
に
よ
っ
て
、
市
が
指
導
・

助
言
、
公
表
な
ど
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す

（
表)

。
あ
な
た
の
ま

わ
り
に
空
き
家

が
あ
っ
て
お
困

り
の
方
、
市
役

所
に
連
絡
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

◎
市
民
生
活
部

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

〒
２
７
０
ー
０
１
９
２

流
山
市

平
和
台
１-

１-

１
（
第
２
庁
舎
２
階
）

Ｔ
ｅ
ｌ

７
１
５
０-

６
０
７
６

Ｆ
ａ
ｘ

７
１
５
９-

０
９
５
４

（
松
ヶ
丘
５
丁
目

小
川
悦
子
）

僕
の
散
歩
コ
ー
ス
に
、
「
四
季

野
公
園
」
か
ら
東
電
の
変
電
所
の

横
を
通
り
古
間
木
へ
抜
け
る
道
が

あ
り
ま
す
。
緑
の
ア
ー
チ
と
田
畑

の
あ
る
の
ど
か
な
流
山
風
景
で
す
。

車
が
畑
へ
落
ち
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
か(

？)

ガ
ー
ド
レ
ー
ル

よ
り
車
道
側
に
白
線
が
引
か

れ
、
歩
行
者
と
車
が
行
き
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
道
は
、
八

木
中
へ
の
通
学
路
で
も
あ
り

ま
す
（
写
真)

。

し
か
し
、
「
急
カ
ー
ブ
」

の
道
路
表
示
も
歩
行
者
を
守

る
白
線
も
無
残
に
も
禿
げ
て

ボ
ロ
ボ
ロ
で
す
。

長
崎
小
へ
の
通
学
路
の
一
つ
の

「
ブ
タ
公
園
」
か
ら
長
崎
小
へ
向

か
う
、
急
な
坂
の
白
線
も
薄
く
な
っ

て
い
ま
す
。
歩
く
た
び
に
危
険
を

感
じ
ま
す
（
写
真)

。

車
ロ
ー
ド
で
あ
る
旧
日
光
街
道

は
、
柏
市
民
と
流
山
市
民
の
〝
買

い
物
ロ
ー
ド
″
で
も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
マ
ル
エ
ツ
前
と
西

松
屋
前
の
横
断
歩
道
も
禿
げ
落
ち

て
い
ま
す
（
写
真)

。

ベ
ル
ク
ス
へ
長
崎
地
区
か
ら
く

る
市
民
は
、
信
号
を
渡
る
と
な
る

と
か
な
り
の
距
離
を
迂
回
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
左

右
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
な
が
ら
車

の
間
を
横
断
す
る
光
景
を
よ
く
目

に
し
ま
す
。
安
全
に
買
い
物
が
で

き
る
た
め
に
も
信
号
機
の
設
置
を
！

と
思
い
ま
す
。

車
と
歩
行
者
、
市
民
が
と
も
に

「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
」
流
山
で

生
き
働
き
続
け
る
た
め
に
も
、
白

線
の
補
修
や
、｢

30
キ
ロ
」
制
限

表
示
な
ど
の
具
体
化
を
急
い
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

（
野
々
下
５
丁
目

辻
内
健
志
）
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ご
存
じ
で
す
か

空
き
家
の
増
加
！

困
っ
た
時
は｢

空
き
家｣

条
例
の
活
用
を
！

10
月
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
映

画
案
内
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ

て
か
ら
、
こ
れ
だ
と
決
め
て
い

た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
ふ
し
ぎ
な

岬
の
物
語
」
と
い
う
邦
画
で
あ

る
。こ

の
映
画
を
押
す
理
由
と
し

て
、
①
内
容
が
よ
い
、
②
主
演

の
吉
永
小
百
合
は
個
人
的
に
デ

ビ
ュ
ー
以
来
の
フ
ァ
ン
、
い
わ

ゆ
る
サ
ユ
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
、

③
こ
れ
は
あ
と
づ
け
に
な
る
が
、

カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
世

界
映
画
祭
で
二
つ
の
賞
を
と
っ

て
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
で

あ
る
。

概
要
だ
が
、
日
本
映
画
を
代

表
す
る

女
優
吉

永
小
百

合
が
初

め
て
企

画
・
主

演
を
務

め
た
人

間
ド
ラ
マ
、
森
沢
明
央

の
小
説
「
虹
の
岬
の
喫

茶
店
」
を
も
と
に
し
た
、
の
ど

か
な
岬
で
喫
茶
店
を
営
む
女
性

と
客
た
ち
の
交
流
を
綴
っ
て
い
る
。

映
画
の
中
で
の
舞
台
は
美
し

い
海
を
望
む
岬
村
。
時
代
に
流

さ
れ
る
こ
と
な
く
人
の
笑
顔
あ

ふ
れ
る
そ
の
岬
の
先
端
に
小
さ

な
カ
フ
ェ
が
佇
ん
で
い
る
。

た
た
ず

店
主
・
柏
木
悦
子
役
の
吉
永

小
百
合
を
は
じ
め
、
舅
の
阿
部

し
ゅ
う
と

寛
や
竹
内
結
子
、
そ
し
て
笑
福

亭
鶴
瓶
な
ど
そ
う
そ
う
た
る
顔

ぶ
れ
（
俳
優
陣
）
が
名
を
連
ね
、

味
わ
い
深
い
人
々
の
心
に
寄
り

添
い
あ
う
心
温
ま
る
物
語
で
あ

る
。
こ
の
心
温
ま
る
日
本
映
画

を
ぜ
ひ
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

因
み
に
舞
台
に
な
っ
た
場
所

は
千
葉
県
の
鋸
山
近
く
の
、
三

浦
半
島
や
富
士
山
が
望
め
る
明

鐘
岬
（
鋸
南
町
）
に
あ
る
喫
茶

店
、
そ
の
女
主
人
が
モ
デ
ル
に

な
っ
て
い
る
。

＊
ト
ー
ホ
ー
シ
ネ
マ
ズ
・
流
山
お

お
た
か
の
森
で
上
映
中
。

（
電
話

5
80
-6
86
8
-5
04
5
)

（
長
崎

大
塔
隆
義
）

ふ
し
ぎ
な
岬
の
物
語

「マルエツ」前(左),｢西松屋」前(右)の禿げた白線

道
路
の
白
線
、
信
号
、
速
度
制
限
な
ど

安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り
に
声
を
あ
げ
よ
う
！

10月26日(日)
午後１時～４時

初石公民館大ホール

入場無料

主催：流山市高齢期問題連絡会

■記念講演「いざという
時の準備のために」
講師：蒲田孝代弁護士（東
葛総合法律事務所所長）

終活・エンディングノート
のこと、墓地のこと、財産
管理・相続のことについて
お話します。

■文化プログラム ハワイアン演
奏、手おどり、大喜利

車庫のシャッターがあいたまま放置さ
れている空き家

長崎小学校通学路の禿げた白
線(野々下4丁目）)

八木中学校通学路(野々下)


